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衆
議
院
議
員
苅
田
ア
サ
ノ
君
提
出
国
立
相
模
原
病
院
の
強
制
退
院
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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国
立
相
模
原
病
院
で
は
、
御
質
問
に
あ
る
よ
う
な
強
制
退
院
に
関
す
る
問
題
は
、
單
な
る
風
説
で
あ
り
ま
し
て
、
本
風
説

の
起
り
ま
し
た
原
因
は
、
同
病
院
で
最
近
入
院
料
の
徴
收
で
き
な
い
、
無
料
在
院
患
者
を
調
査
し
た
こ
と
か
ら
、
約
九
〇
名

の
入
院
料
未
支
拂
者
は
、
強
制
退
院
さ
れ
る
も
の
と
憶
測
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
機
会
に
同

病
院
の
実
情
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
同
病
院
は
、
各
病
院
よ
り
転
送
し
て
来
る
四
肢
損
傷
等
障
害
程
度
の
高
い
者
を
多
く
收

療
し
て
い
る
関
係
上
、
患
者
が
常
に
輻
輳
し
て
お
り
、
そ
の
内
に
は
病
状
が
す
で
に
治
癒
又
は
固
定
し
て
医
療
の
必
要
が
な
く

な
つ
た
者
も
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
人
達
に
退
院
を
勧
告
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
退
院
に
伴
い
直
面
す
る
住
宅
の
拂
底
、
就

職
の
困
難
、
職
業
能
力
の
欠
損
等
の
た
め
生
活
不
安
を
予
想
し
て
退
院
を
ち
ゆ
う
ち
よ
し
て
い
る
者
が
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
等
の
者
に
つ
き
、
同
病
院
と
し
て
は
各
患
者
の
居
住
地(

定
着
地)

都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
対
し
、
就
職
斡
旋
、
住
宅

供
與
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
施
設
え
の
收
容
等
患
者
個
々
の
退
院
不
能
の
事
由
に
応
じ
受
入
態
勢
を
整
え
退
院
の
で
き

る
よ
う
交
渉
に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
何
分
に
も
各
都
道
府
県
に
わ
た
つ
て
い
る
こ
と
と
て
、
そ
の
交
渉
連
絡
が
容
易
で
な 

衆
議
院
議
員
苅
田
ア
サ
ノ
君
提
出
国
立
相
模
原
病
院
の
強
制
退
院
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

、 
、 
、 
、 
、 

三 

 



 

四 
く
、
退
院
の
処
置
が
円
滑
に
行
わ
れ
ら
れ
な
い
関
係
上
病
院
本
来
の
事
務
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
実
情
で
あ
り
ま
す
。 

右
答
弁
す
る
。 
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